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はしがき
戦後公衆衛生上特に注目されてきた鈎虫問題にっ
いて，地区内に農村を有する保健所は第一線の予防
対策機関として，大きな役割を課せられている。
小宮(1957)は本邦最山村の鈎虫感染率を平均
20 ~ 30%乃至はそれ以上と推定， 即ち農村人口
3500万として 1000万の鈎虫感染者， いわゆる鈎虫
Carrierの存在が予想されるとし，農民保健上重要
な警告をなしている。近時各地の鈎虫淫浸状況が明
らかにされると共にその予防撲滅対策が活援に展開
されつつある。而してその対策にあたりヅピニ鈎虫
及びアメリカ鈎虫両種別の正確な疫学調査が要求さ
れ，全国的にその分布状況が判明して来たが，関東
地方に於いては河井(1952)，小宮(1955)，松崎
(1955)，水野(1956)等の報告が見られる。千葉県
下農村に於し、ても近時精密なる検査の結果では 30%
以上の高感染率を示し，殊に五井保健所管内は川木
(1954)が昭和 24年，市原郡北部に鈎虫感染率の異
次 
E 検査成績及び考察 
A 鈎虫感染率 
1 部落別感染率 
2 年令別感染率 
B ヅビ、ニ鈎虫とアメリカ鈎虫分布 
1 部落別分布 
2 排虫数別分布 
3 ヅピニ換算せる排虫数の分布 
4 年令別，種別寄生者と平均排虫数
総 括
参考文献
に川本(1953)は昭和 28年の抽出調査で管内の平
均鈎虫感染率 44%，最高 81.6%，最低 12.7%を得
たとしづ。管内がか Lる高淫浸地帯である為，従つ
て鈎虫寄生による訴えをもって保健所外来を訪れる
患者の数は少くなし、。著者は今回鈎虫 Carrierの
研究の一環として，昭和 28，29年度保健所外来中， 
鈎虫症の年度別，男女別，地区別，月別の出現状況 
について統計的観察をなし次いで鈎虫出現率の高 
い三部落の鈎虫感染状況を種別に調査し，成績を得
たので、報告する。
第 1章 玉井保健所外来に於ける鈎虫症患者
の受診状況 
I 保健所管内の概況(図。
五井保健所は五ー井町7こ所在し，管内市原君I~は房総 
半島略々中央西部に位し，千葉市より汽車で約 30
分，図に見る如く北西部は東京湾に面し，北東部は
千葉郡に，南西南東部はE陵地帯を隔てて君津郡， 
長生郡，夷隅郡に接している，南北に細長い地帯で
常に高いことを指摘し，以来種々対策を実施し，更 の中央丘陵地帯より北にかけて養老川が貰1;ある。君
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通し，北部の平地を流れて東京湾に注L、でいる。北 名〉中鈎虫症と診断せる 284名を対象とした。鈎虫
部は平坦な湿地帯，南部にゆくにしたがって次第に 症の診断は，飽和食塩水浮潜法(比重 1240~) によ
標高が高く， 300mに及ぶ。 る鈎虫卵陽性者にて，而も胸部レントゲシ検査及び
郡内は 5町 16村，人口 100，860名(男子 49，000， 必要により行った一般臨床検査で他疾病を合併しな
女子 51，860)で殆んど農業に従事する純農村であ いと認めた者である。氏名，年令，住所，既往症，
る。保健所利用者は五井町附近町村はパス，郡南部 現病(主訴〉等の聴取は，保健婦が之に当り，現症
と平行して走る小湊鉄道を利用しI;1町村からは養老 
て五井町に集る。 症出現率， 月別鈎虫症出現率， 男女別鈎虫症出現
n 調査方法 率，地区別鈎虫症出現率，.鈎虫症の主訴等である。
昭和 28年， 29年の保健所新外来者(実数 1651 その算出方法は下記により行った。
診断については著者が行った。集計項目は年間鈎虫
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1. 年度別鈎虫出現率=
竺竺堅守?竺空〉科虫~.患:き雰 x 100 
2. 年度別出現頻度= 
28年度 (29年度〉鈎虫症患者数 
28年度 (29年度〉外来者実数
3. 男女別鈎虫症出現率i(男女別に)1. 2の算
4. 男女別出現頻度j出方法を用う 
5. 地区別鈎虫症出現率=
坦区盟主主虫症患者数 x100 
地区別外来者実数一 
6. 	 月別鈎虫症出現率= 

与型的虫戸主界3F学x100 

111 成績及び者察
A. 年度別，男女別鈎虫症出現率
2年間の平均鈎虫症出現率は 17.2%で，その出現
頻度は 1/5.8である(表。。次に年度別に見ると昭
和 28年は 16.9%，同 28年は 17.4%でその間には差
がなし、。更に男女別には男子 13.8%，女子 21.1%で
女子に高く，両者間は X2検定により，1%以下の
危険率で有意差が認められた。 (X;=13必 >XL= 
6.63 (0.01)) 
柳沢等(1957)は厚生省患者統計資料より，全国
病院・診療所の鈎虫症患者推計を受診総患者数の 4
~5%	 としているが，五井保健所のそれは 17.2% で
約 3倍強である。当保健所の立地条件を考慮に入れ
たとしても外来患者の約 1/6に鈎虫症が出現する事
になるが，農村に存在する保健所として寄生虫，特
に鈎虫の予防事業の重大さを考えさせる。
次に鈎虫症患者の性差は明らかに認められ，女子
に高率で、あった。一般に農村婦人は常に労働過重，
低栄養等の悪条件にさらされ，且つ，妊娠，出産等
の生理的負担を負うので，これに鈎虫寄生が加わっ
た時はその寄生障害は男子のそれに比較し，発症し
易いと考えられる。以上の点よりいわゆる農婦症々
状の増悪を招き，診療を乞う者の多くなる事が，当
然予想される。桝屋(1957)は鈎虫 Carrierの男
子に比して女子に血清鉄の減少，血色素量の著しい
低下を認め，叉，柳沢(1957)は人口動態統計を用
いて，成熟婦人年令層の鈎虫症死亡数は男子の 2倍
を数える事を見出し，更に田那村(1957)は母体の 
鈎虫寄生障害が出生児体重の低下を来す事を明らか 
にしたが，か Lる事実は農村婦人の寄生虫特に鈎虫
管理の必要性を如実に物語っている。 
B 地区別鈎虫症出現率
保健所外来者の地区町村別鈎虫症出現率を信頼度 
90%の信頼限界の巾で示すと図 (2)の如くであ
る。市西村， 海上村， 東海村， 千種村， 市原村が 
20%以上で高く， これ等はいづれも郡北部五井町 
附近の村である。内田村，養老村，姉ケ崎町，牛久 
町が 10%以下で低く，姉ケ崎町の他はいづれも郡 
南部である。昭和 28年川本(1953)調査による地
区別鈎虫感染率を同図に信頼度 90%の信頼限界の
巾で示したものと比較してみると，両者必ずしもー
致はしないが，感染率の高い地区の出現率が概ね高
いと云う傾向が見られた。以上の傾向は地区の標高
と関係していると思われるので，標高と出現率の関
係を散点図で観察すると，図 3の如く出現率の標高
に対する回帰直線は_y= 31.241ー  0.104X で示さ
れる。即ち平均して標高の高い地区の外来者中鈎虫 
症出現率はイ尽く，標高の低い地区の出現率は平均し
て高かった。水野(1956)は鈎虫の感染率と標高と
の間に逆相関ありと報告し，島田(1957)は当市原
郡において学童の鈎虫感染率と標高との聞に，逆相
関を認、めた。当保健所における地区別鈎虫症の出現
率と地区標高との関係には，明瞭な逆相関は認めら
れないが，感染の広さと深さは密接な関係を有し，
且つ感染の深さに従って障害が現われてくるものと
し、う仮定に立ち，叉当保健所が地区の鈎虫症患者の
すべてを掌握するならば，恐らく，以上の標高の感
染率と略同様の傾向を示すものと考えられる。
第 1表 年度別，男女別鈎虫症出現率
外来者実数 
| 鈎虫症患者数 | 鈎虫症出現率よれi
男子女子計 男子女子計 男子女子計 男子女子計 
12.5， 22.3， 169ilm1lull59390， 60， 87， 147 
15.6， 19.2， 17.4 I 1/6.5，1/5.2，1/5.7昭和 	  29 1 377， 406， 783 58， 79， 137 
言十 855， 796， 1，651 I問 166， 284 11.38， 21.1， 17.2 11/7.2，1/4.7，1/5.8 
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図 2 地区別鈎虫症出現率 
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図 3 標高と出現率の散点図 
C 月別鈎虫症出現率
鈎虫症月別出現率は冬季 12，1，2月がf尽く 10%
以下を示し，春季4，5月より増加し，夏季には 20 
---30%の高率に至り， 8月を頂点として，秋季9， 
10月より減少している。(図 4的。 6月及び8月の
二つの山は之を年度別に見た時のそれぞれ頂点がず
れている為である。然し全体的の傾向には年度の差
異を見ない。(図 4b)。次に男女別の出現率は，傾
向は類似するが，常に女子は男子より高率で，夏季
の増加が目立っている。(図 4c)。
図4 鈎虫症月別出現率 
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純農民を対象とせる病院統計によると，月別受診
者~動は春季 3， 4，5月を頂点とする第一の山， 8 
月を頂点とする第二の山と 2月及び6月の二つの谷
X0.104 .: 31.241=y 
50 
をなしている。この推移はさまざまな因子の影響に
よると考えられるが，日本の農村では農業労働の季
節恋化，いわゆる農繁閑期が，直接的にも間接的に
40 	 も強く影響していると推定される。叉，鈎虫症の月
別推移は全受診者推移と略々平行せる曲線を示し，
男女別には全受診者に同じく女子の優位を示してい
る。(図 5)
150 2∞ 3∞ 著者の月別委動を之と比較してみると，全受診者
標高 -?m 数において 2月の谷がなく，むしろ， 2月 3月が異
常に高し、。これは 2---3月の就職，進学等健康診断
の為の受診者の増加を示し，病院とは異る保健所特
有の山と考えられる。 6月の農繁期の谷， 8月の夏
期疾病増加の山，以後 12月迄の漸減は全く近似し
た曲線である。次に鈎虫症の推移は当保健所成績で
は6月の谷は見られない。受診者の減少する時期に
鈎虫症の出現高き事は概地区の高淫浸地の為で，夏
季に引続き高率であるのは，労働過重，栄養不足等
180 
120 
戸以， - J m H
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図 5 外来者及び鈎虫症月別曲線 った。(図 9)
以上を消化器，循環器，神経系，全身症状に分け
で一・純農民病院
2∞ 一一一五井保健所 ると，各々 28.1%，25.7%，34.8%，42.9%となり，
一 一士 ひ医
両年度とも同じ傾向であった。これ等の男女差は消_..‘_.~'.，-_.- .、，、..-\~ 
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性が存するので，その為の発症・増悪も充分考慮さ
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に加えて高温多湿の気候条件が更に鈎虫症発症を誘
発するためと，叉，この間，霊感染・再感染の可能
れるところである。女子に高率である事は一致して
いた。岩田(1954)の320例の鈎虫症月別発生調査
でも著者の成績と殆んど同じ傾向を示している。
D 鈎虫症の主訴
鈎虫症 284名の主訴は 373件あった。症状別にみ
ると，倦怠 25%，肱軍， 動↑季息切れ，腹痛，頭痛，
貧血各々 10%，肩凝， 胃痛，食欲不振各々 5%，
鼓腹感，悪心，胸痛，耳鳴，浮腫，微熱、各々 2~ 
3%，便秘，痩， 不眠， 胃圧迫， 口渇， その他であ
ハυ 
件数 
定により 2.5%以下の危険率で有意差を認めた。
(X;=511〉XL(0.025=5.02〉
鈎虫症の症状については多数の報告があるが， 最
近，片田(1954)，富士田(1954)，岩田(1954)，山
崎(1955)によれば，各々その調査方法に多少ρ相 
違があろうと思われるが，いづれも，著者の成績と
同様に，倦怠，陸軍，動停息切れ，腹痛等が多く，
従ってこれ等の愁訴は受診の直接原因となる事が多
いと考えられる。特に諸氏の循環器症状を比較して
みると，も片田氏 79%，岩田氏 31%，山崎氏 50%で，
著者の 25%よりいづれも高率である。これは病院
に於けるもので入院患者が含まれ，著者の調査は外
来患者のみである相違であろう。
部落民の中の医者にか Lってし、ない鈎虫保有者に
ついての調査で小宮(1952)はその有症者率70%，
循環器症状 18%，叉，血色素量 70%以下の者 14%
等を発見し，潜在せる鈎虫症患者の存在を指摘して 
いる。
山崎(1956)は病院受診者はヅピニ鈎虫症が大多
図6 男女別鈎虫症の主訴
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数で，消化器症状はその主要症状の一つであるとし
ているが， 著者の本症状は 28%で腹痛，食慾不振
が多かった。
岩田は全身倦怠の結核性疾患と誤りやすし、として
し品。著者の外来に於いても倦怠，背痛，胸痛等で
結核を疑って来所せる者が少くなかった。
その他，鈎虫症患者主訴の中に，農村医学会
(1955)で指摘するいわゆる“農民の農夫 αわ症
状群"と呼ばれる肩凝，頭痛，不眠，胸やけ，神
経痛様症状等と，同じ症状がある。我国農村には鈎
虫寄生者が多発しているので，農夫症発症乃至は増
悪の要因として，鈎虫による潜在性の寄生障害も見
逃す事はできないと思われる。而して諸症状は鈎虫
寄生障害とのみは考えられず，農村特有の生活に由
来する(例えば，労働過重，栄養不足，不衛生な環
境〉健康障害の現われと考えられ，今後農村衛生上
の重要な課題と見倣すべきであろう。農夫症は一般 
に女子に多発するというが，本調査に於いて，島田
(1958)の調査同様，神経症状中舷最，頭痛等が女
子に高率に出ていることは，女子特有の生理，農村
に於ける女子の社会的地f立等の関与していることが
考慮される。
第 I章管内三部落の鈎虫感染状況
I 地区概況及び検査対象
対象地区は，第工章に於いて，鈎虫症出現率の高
い三町村の各々一部落，五井町村上部落(戸数 180，
人口 988)，市西村相川部落(戸数 21，人口 121)，
海上村分自部落(戸数43，人口 295)の三部落であ
る。これ等，いずれも管内市原郡の北東部に近接し
た地区で，郡内を北走する養老川畔の，純農部落で
ある。
農作物としては，米作を主とし，その他自家用と
して疏菜栽培を行っている。田畑の割合は約 7:3 
で，一戸当耕作反別は最低 3反，最高 1町歩，平均
5反の零細農家である。肥料は殆んど自家尿尿を主
とし，化学肥料を併用している。土地の特徴として
河畔低湿地である為，過剰の湿気を防ぐ目的で，特
に裏作の琉菜に“高うね"の作付をなしていると 
ころが多し、。
検使対象は部落住民で，予め寄生虫特に鈎虫予防
撲滅の啓蒙教育を行って後，任意に便を呈出させ
た。村上 128戸 389名，相川 20戸 73省，分目 41
戸 153名，計 189戸 615名で突入口に対し村上 38.9
%，相川160.3%，分自 51.8%，計 43.4%の受検率
であった。職業は全戸農家世帯である。
村上の一部を除いては，現在迄集団検便・集団駆
虫の未実施地である。 
n 検査時期・検査項目及び方法
検使は昭和 30年 8月から同年 11月の聞に，硫苦
力日食塩水(比重 1240~1260) による浮波法 2 本値・
塗抹法 3枚値で行い，更に瓦培養法により 0.2gの 
糞便を約 2週間培養後，発生鈎虫仔虫を算定し，陰
性者の確認と陽性者の寄生種別の鑑別を行った。検
使は探便当日の夕方迄に検査を完了した。
鈎虫駆虫は， 昭和 30年 8月に村上・相川，同 31
年 2~3 月に，分自の鈎虫陽性者について行った。
鈎虫陽性者計 465名中駆虫実施者は 240名で 51.6%
の駆虫参加率である。駆虫薬は局方四塩化エチレシ
成人量 4.5gを 30分間隔で 2分投与，下剤は駆虫前
日の夕方と駆虫薬服用 2時間後に硫苦 25g宛を約
300 ccの水と共に与えたの年少者，高令者にはその
適量を減量して用いた。 
排虫検査は，駆虫薬服用後 24時間の便を採り櫨
便により採虫し，虫種鑑別と排虫数を確かめた。寄
生種別は瓦培養の結果と照合して決定した。 
III 検査成績及び考察 
A. 鈎虫感染率 
1. 部落別感染率(表 2) 
部落別鈎虫感染率は，村上 75.3%，分自 76.4%，
相川 75.5%で，各部落別の差は全く認められず，合
計 465名 75.4%の感染率であった。男女別感染率
は合計男子 75.7%，女子 75.4%でその聞にば差を見
なかった。
同教室の内田(1954)，小関(1954)，矢島(1955)
の調査せる姉ケ崎町片叉木，東海村海保，高滝村高
滝の感染率を参照すると各々 63.4%， 60.9%，57.7% 
で著者の感染率より低率である。片叉木，海保は郡
北部にあるがともに養老川に近い丘陵地，叉高滝は
郡南部丘陵地で，何ずれも純農部落である。村上・ 
分目・相JlIとは地理的条件を具にするので，両集団
の感染率を比較してみると， X2検定により 1%以
下の危険率で有意差を認めた。
(X~ =30.95>X~ (0.01) =6.63)s 
川本(1953)の市原郡
u 
下の抽出調査では郡下平均
感染率は 44.8%で郡北部 6部落では平均 67.5%を
示していたが，著者の調査地区は養老川畔に在って
これ等に近接し，同様に濃厚淫浸部落であることが
認められた。
叉，片叉木・海保・高滝との感染率の差は，検査
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者，検査方法，検査時期等によって多少の誤差はあ
ると思われるが，両者の地理的条件主に丘陵地と河
畔では土地の湿度の差，叉，農業方式の違い等がこ
れを左右する因子であると考えられる。
年令別感染率は本調査例数のみでは少数のため，
FOnto nυoo
計| 621 378 301 186 
2. 年令別感染率
前述せる片叉木・海保・高滝の資料を加えた合計
検査数 1236名，鈎虫感染者 843名について観察し
た。(図 7的。感染率は年令の増加に従って増加し，
壮年層では略一定し，老年層ではや L低下してい
る。最高感染率は 40~49 才の 84.0%，最低のそれ
は 0~4才の 5.5% で、あった。 5~14才の学童層に
も50%の高率をみたことは注目すべきである。男
女別の感染率の傾向~'こは，特に差はないが，若年層
の女子に低率で、あった。全地域感染率を 1として年
令別の感染比率を算出した年令別感染曲線(図 7め
は，年少者層にイ尽く，成人層に高い曲線を示し，柳
沢・矢島(1956)の年令別感染曲線と類似の傾向を
示した。而して 15~19 才の比率は略 1 と一致し，
柳沢等の我国農村に於いて，未だ集団駆虫せざる地
図 7a 年令別鈎虫感染率
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図 7b 平均感染率をとした年齢別感染曲線
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区では， 16~20 才の鈎虫感染率はよく，それを含む
地域鈎虫感染率と一致するとし、う報告と同じ結果を
得た。即ち 15~19 才の感染率は 68.6% で，平均感
染率の 67.7%と殆んど近似値であった。 
J 年少者層 (5~14 才〕と成人層 (20~59 才〉の感
染率各々 50.0%.62.0%の聞には X2検定により 1%
以下の危険率で有意差を認めた。 
(x;=153>XL(0.01〉=6.63〉
小宮等(1954)は，幼少年層鈎虫感染率に対する
青壮年層のそれの比率の存在様式について， A. d. 
優先地区では，地域平均感染率の知何に限らずその
比は略一定し. N.a.のそれについては平均感染率
が増大するに従って右の比率は減少する傾向が見
られるとしづ。著者の調査に於ける 5~14才と 
20~59 才の両年令層の感染率は各々 50.0% ， 77.9% 
で，両者の比は 1: 1.5となり，小宮(1953)の，埼
玉県行田市(感染率 67.5%)に於ける 1: 1.2と略同
比を示し，同氏の想定線によく適合している。
B. ヅピニ鈎虫とアメリカ鈎虫の分布
部落別分布 1. 
排虫検査対象は 240名で，その中排虫をみた者は 
204で， 85.0%の排虫者率である。(表3)。排虫者
率。一 .. 15..._20，，-0.1，0....45--9 
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率を男女別にみると，男子 91.9%，女子 75.9%で，
男子に高く，その聞には X2検定により 1%以下の 
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れる。
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優先地区と見倣される。男女別にみると男子 7，987
隻 (A.d. 1，762，N. a. 6，227)，女子 3，041隻 (A.d. 
455，N. a. 2，586)で両鈎虫種の比は男子 1:3.5，女
子 1:5.6で，女子は男子よりも A.d.に比し N.a. 
排虫が多かった。次に両種別に，排虫数を排虫者数
で除して， 1人当平均排虫数を算出してみると，各
々14ム 48.7とかなり高い濃度である。地区別には
分自の N.a.が多く，相川は両鈎虫種共少なかっ
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~ ったと同様に感染匹数においても男子に濃厚であっ
た。
当教室における千葉県内の調査で A.'d.と N.a. 危険率で有意差を認めた。 
(xi=15.8>xi(001〉=6.63〉
即ち，一般に女子に比して男子に寄生数の高い為と
考えられる。
種別寄生者数はヅピニ単独寄生者(以下 A.d.と
略記)，ヅピニ，アメリカ混合寄生者 (A.d. +N.a. 
と略記)，アメリカ単独寄生者 (N.a.と略記〉各々 
22名 10.8%，131名 64.5%，50名 24.6%で，その
比即ち， A. d. : A. d. +N. a. : N. a.は 1:6: 2と
なり， A.d.+N.a.が最も多く次に N.a.で， A.d. 
の寄生者数比は，片桐(1956未発表〉の印蕗君lD: 
8.4，塚田(1957未発表〉の千葉市 1: 1.6，吉野 
(1954)の館山市 1:0.9で地区によりその比は一定
していない。叉全国的にも河井，永吉(1955)，栗林 
(1955)，牟田口(1955)，鈴木(1956)，私崎(1956)
等の報告でも地区により相当差異がある。この両種
別分布の差は自然人為環境下の複雑な因子がこれを
左右するのであろうが，その中温度，湿度両種の低
抗力の差等がこれに影響する大きな因子になるもの 
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のようである。
永吉(1954)は両種鈎虫の感染に於ける性差より
N. a.経皮 A.d.経口説の根拠とした。 しかし 1人
当寄生許容限界が鈎虫種の生態学から，叉人の生物
学的な性差から相違していることも考えiられるので
更に検討を要する。
2. 排虫数別分布 
排虫検査で排虫を認めた者 204名を排虫数別にみ
ると， (図 8)，9隻以下70名 (34.4%)， 10~49隻
80名 (38.1%)，50~99 隻 37 名(13.3%)， 100~499 
隻 16名 (7.8%)， 500~999 隻 3 名(1.4%)， 1000 
隻以上 1名 (0.40%)であった。多数排虫者は最高
A. d. 74隻， N. a. 2，057隻で，A.d.優先多数排出 
者 3名，同じく N.a. 7名を挙げると表4の如くで 
ある。
図8 鈎虫排虫匹数別分布
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これをみると A.d.とN.a.の多数寄生者数につ
いて著しい相違がみられる。永吉(1954)はこの両
種寄生数の相違をもたらす要因として， 1)感染経
路の相違， 2)病害作用の相違をあげているが，目Jj
者の問題についてはしばらく措くとして，後者につ
いては著者も同意を表するものである。即ち A.d. 
の毒性は N.a.に比して強く，その病害比は A.d. 
5: N. a. 1とされている。従って A.d.の方が発
症により駆虫の処置がとられ易い。実際に病院，そ
の他で治療する者の殆んどが， A. d.鈎虫症である 
(山崎 1956)といわれている。かくして A.d.の寄
生数は比較的少く， N..a.のそれは比較的大きいと
考えられる。叉虫側について，閉鎖空間の腸管内に
寄生する鈎虫に密度効果が認められることは永吉等 
(1956)，町田(1957)，矢島等(1958)によって明
らかにされたが，一定の棲息密度に達した以上は，
虫体の発育障害，産卵能の低下，寄生数の抑制等が 
起り得ると考えられる。その密度効果が A.d.と
N. a.とでは異り， A. d.の寄生限界が N.a.のそ
れより小さいのではなし、かと推定される。 
3. ヅピニ換算せる排虫数の分布
Rockefeller Foundation鈎虫撲滅委員会の鈎
虫両種病害比 N.a. 5 =A. d. 1に基いて，今概地区 
のN.a.+A.d.とN.a:のそれぞれN.a.排虫数を 
5で除して，ヅピニ換算し，排虫数の年令別分布を
調査した。 30隻を症状発現限界としてふるい分け
ると(表 5)30隻以上排虫者は 32/194 16.4%とな
る。年令別には 0~14才 0/11 ， 15~19 才 2/8 25%， 
20~29 才 7/36 19.4%， 30~39 才 8/4517.5% ， 40'-' 
49才 7/4515.5%，50~59 才 7/31 22.5%，60才以
上 1/137.6%となる。幼年及び老年に出現率は少
となるが青壮年の間には差がない。
鈎虫寄生障害の発現には宿主側の条件(性・年
令・個人差等〉と，虫側の条件(種別・寄生匹数・
寄生期間等〉が複雑に影響するので，寄生数のみで
障害を云々する事は不可能であるが，集団検便で発
見された鈎虫卵陽性者を所謂症状発現限界ヅピニ寄 
生数 30隻で再びスグリーニシグし之を一応発症の
第 4表鈎虫多数排虫者
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危険のある者とみなせば，該地区は 16.4%の高率即
ち虫卵陽性者 6人に 1人の割合であった。殊に成人
層では 15~25% である。 
4. 年令別，種別，寄生者と平均排虫数 
A. d.排虫者を年令別にみると， (図 9)1 ~19 才 
図9 年令別，寄生者数
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12~144 8.3%， 20~59 才 128/144 88.8%，60才以
上 5/1443.4%で， N.a.のそれは各々 9/1675.3%， 
136/167 81.4%，13/167 7.7%となり， 成人層が大
多数を占めている。両種の傾向に全く差がない。更
に男女別に観察すると，女子は男子に比して寄生者
数が少数であるが，男子同様に両種とも成人層に高
く，年少者層，高年層に低し、相似形の曲線を示し，
男女間に全く差をみなかった。
年令別平均排虫数(図 10)は A. d. 最高 15~19
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にf尽く成人層に高く，両種とも同様でその聞に差が
才の 19.0隻， 最低 70才以上の 2.0隻，平均 14.5
41
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年令~IJ- 同29年の外来を訪れた鈎虫症患者の出現状況を明
数による感染の深さは，これ叉年令の増加と共に深 らかにし，次の結果を得た。 
くなり，しかも A.d.とN.a.の両種別聞に差異を
みなかった。この成績は矢島(1958)と全く一致し 
た。
種別の寄生者数と平均排虫数を，年少者層と成人
層について観察すると，表 6の如く年少者層の 
A. d.と N.a.の寄生者数比は 1 :1.5でや)..N. a. 
に多く，成人層のそれは 1: 1.1で殆んど同比であ
る。平均排虫数は両種とも成人層は年少者層の約4
倍であるが， A. d.と N.a.の平均排虫数比は前者 
1: 1.6，後者 1: 1.6で両者に同比である。
今 A.d.経口主道， N.a.経皮主道とし、う感染経路
の仮定の下では， A.d.の経口感染の機会は年少者
と成人とは略同等であるから，従って抵抗力の弱し、
年少者に比較的 A.d.感染者が多くなり，叉 N.a. 
の経皮感染機会は年少者より成人に多いので，成人
に比較的 N.a.感染者が多くなることが推定され
る。叉 N.a.とA.d.の感染者数が略同数であるな
らばーーこの地区の如く一一上述の推論よりすれば，
年少者に於ける両種鈎虫寄生者数の割合は A.d.が
多く，成人のその割合は N.a.が多くなるである
1) 2年間の五井保健所外来者実数 1651名中，
鈎虫症患者は 284名， 17.2%の高率を占めた。殊に
農村地区の公衆衛生予防機関として，保健所に於け
る寄生虫予防撲滅事業推進の必要性が痛感される。
男女別に観察すると，女子に有意差をもって高率で
あった。 
2) 鈎虫症の地区別出現率は，川本氏による鈎虫
感染率の高率の地区に高いとし、う傾向がみられた。 
3) 月別鈎虫症出現率は， 6月より 7，8月を山と
した孤状の曲線を示した。これは，鈎虫感染の時期
及び農繁期による過労，栄養不足，夏季の体力消耗
と密接に関係すると 思われる。J
4) 鈎虫症の主訴は倦怠 25%，肱軍，動停息切れ
頭痛等がそれぞれ 10%以上で，従来の諸家の成績
と略一致した。殊にし、わゆる，農夫症の発症乃至は
増悪の要因として，鈎虫による潜在性の寄生障害は
見逃す事ができないと思われる。 
2. 五井保健所外来に於いて，鈎虫症患者の出現
率の高い地区の，三部落(村上・分目・相J1Dの農
民 (621名〉について， その鈎虫感染状況をヅピニ
第 6表 年少者層と成人層の鈎虫種別感染比較
層 7J1j 年 令 
寄生者数
A. d. N. a. 
寄生者数比
A. d. N. a. 
平均排虫数
A. d. N. a. 
平均排虫数比
A.d. N. a. 
年 少
成
者 
人 20 --59 
6 9 
128 136 
1: 1.5 
1・ 1.1 
4.1 6.4 
15.0 23.3 
1: 1.6 
1 : 1.6 
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鈎虫，アメリカ鈎虫の種別に調査し，次の結果を得 
た。 
1) 三部落の鈎虫感染率は 75.4%の高率を示し， 
男女間の感染率の聞には差がな点った。 
2) 年令別感染率は，年少者層に低<，成人層に 
高率で，従来の成績に一致した。而して， 5 --14才 
の学童の年令層に既に 50%の感染をみたことは， 
注目に値する。地域感染率を 1とした時の年令別感
染比率曲線は 16--19才の比率が平均値1と略一致 
をみた。 
3) 鈎虫種別分布を見ると該地区は混合感染地区
で，両虫種の寄生者比は A.d. 1: N. a. 1.1である 
が，鈎虫排虫数の比は.1:4で， N.a.数が多かっ 
た。 
4) 1人平均排虫数は A.d. 14.4隻， N. a. 48.7 

隻で，感染率(感染の広さ〉で高率を示した如く，
 
感染匹数(感染の深さ〉でも可成り濃厚であった。
 
最多排虫者は A.d. 74隻， N. a. 2，Q57隻であった。
 
両種共，男子は女子の約2倍の排虫数をみた。
 
5) 年令別に A.d.とN.a.の寄生者分布は，両 
種とも年少者層に低<，成人になるに従って高くな 
る曲線を示している。平均排虫数でも殆んど，同じ 
傾向であった。木地区に於いては，鈎虫感染は両種 
共，経皮感染主道とするが如く観察された。
摘筆するに当り，御懇篤なる御指導と御校闘を賜 
わった恩師柳沢教授，並びに終始御援助をいたどき 
ました矢島助手に衷心より感謝の意を表します。な 
お御援助を頂いた水野助教授， 内田助手， 町田先 
生小関先生並びに教室の諸先生に感謝致します。 
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